
八幡東田総合開発のテーマは
環境共生型の街づくり八幡東田グリーンビレッジ
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八幡東田グリーンビレッジ

東田コジェネ ■32,000kw発電

次世代エネルギーの

総合供給システム

積極的なグリーンITの導入
最先端の

データセンターの設置

利 用

仕組み

生産環境

東田エリア全体が環境ステージ
積極的な環境学習・環境活動の場

再生可能エネルギー積極導入
〜太陽光発電〜

工場から発生する水素を街に供給

環境共生住宅
■170kw発電 いのちのたび博物館

■160kw発電

環境共生住宅

リビオ東田ヴィルコート

次世代型・街区まるごと
CO230％削減マンション

環境パスポート

市民参加のエコポイントシステム

所有から街で共有して低炭素社会を実現

カーシェアリング
サイクルシェアリング

「街には電気」「工場へは蒸気」の
コラボ供給

環境モデル都市 北九州市先進モデル地区

再生産

市民が普段の生活の中で環境を身近に感じ、また参加できる取り組み。
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カーシェアリング
サイクルシェアリング

NPO

NPO

東田コジェネ

企 業

大 学

NPO

NPO・企業・大学・行政の協働でまちづくりを推進

東田エコクラブ
NPO法人 里山を考える会

NPO法人 タウンモービル
ネットワーク北九州

環境学習の場
北九州市立環境ミュージアム

環境パスポート
早稲田大学

新日本製鐵(株）

八幡東田グリーンビレッジ 街づくりの拠点「東田エコクラブ」

工場のエネルギーの有効活用
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